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第７節　保健体育

⑴　中学校学習指導要領及び埼玉県中学校教育課程編成要領の趣旨を踏まえるとともに、同指導資料、同評価資料と関連し

て活用できるようにする。

⑵　学習指導要領に新しく取り上げられた内容や保健体育科の課題に対して焦点化した実践事例を示すこととする。

⑶　「指導と評価の一体化」を図る観点から、生徒の学習状況を適切に評価し、学習評価をその後の学習指導に生かした実

践事例を示すこととする。

⑷　「明るく豊かな生活を営む態度を育てる」ため、体力の向上を図り、生涯にわたり運動に親しむ資質や能力を育てる実

践事例を示すこととする。

ア　「体つくり運動」（第２学年）【学習したことを実生活に生かす実践事例】

　「体つくり運動」で学んだことを学校の教育活動全体や実生活で生かすため、県の「体力プロフィールシート」や文

部科学省の全国体力・運動能力・運動習慣等調査の「活用シート」を使って計画の立て方や自己の健康、体力の課題に

応じた学習活動。

イ　「器械運動」（第１学年）【言語活動を充実させた実践事例】

　「マット運動」に積極的に取り組み、技ができる楽しさや喜びを味わい、その技がよりよくできるようにするため、

視聴覚機材や人形などを使い言語活動を充実させた学習活動。

ウ　「陸上運動」（第２学年）【課題解決型授業の実践事例】

　ハードル走における基礎的・基本的な知識及び技能を活用した課題解決学習を重視するとともに、生徒の興味・関心

を生かした自主的・自発的な学習活動。

エ　「球技」（第１学年）【小中連携の実践事例】

　指導内容の確実な定着を図るため、小学校、中学校を見通した指導内容を体系化し小学校の「プレルボール」の指導

を系統的に発展させたバレーボールの学習活動。

オ　「武道」（第１学年）【伝統文化の教育に関する実践事例】

　柔道の礼に代表される伝統的な考え方などを理解させ、基本動作と基本となる技を確実に身に付け、相手の動きの変

化に対応した攻防ができる学習活動。

カ　「保健」（第２学年）【自然災害による傷害の防止の実践事例】

　自然災害による傷害の防止について、学習したことを自分たちの生活や事例などと比較したり、関係を見付けたりす

るなどの知識を活用する学習活動。

　ここに取り上げた実践事例は、課題に対応するための一例である。活用に当たっては、これらの事例を基に、各学校の実

態に応じて、更に工夫していく必要がある。その際、以下のことに留意されたい。

⑴　各学校の保健体育科の目指す生徒像を明確にするとともに、学校や生徒の実態に応じて創意工夫をすることが重要である。

⑵　いわゆる「評価のための評価」に陥ることのないよう、「指導と評価の一体化」を目指し、今後の指導改善に生きる評

価になるよう留意する。

⑶　授業改善を図る観点から、単元が終了した段階で授業評価を行うことが重要である。その際「生徒による授業評価」「目

標に対する生徒の実現状況」「教師による総括的授業評価」など、多面的に評価するとともに、年間指導計画の改善に生

かすことも大切である。
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⑴　積極的に取り組むとともに、分担した役割を果たそうとすることなどや、健康・安全に気を配ることができるようにする。
 （関心・意欲・態度）
⑵　体力を高める運動を組み合わせるとともに、課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。 （思考・判断）
⑶　体力を高め、目的に適した運動を身につけ、組み合わせることができるようにする。 （運動）
⑷　体つくり運動の意義と行い方、運動の組み立て方などを理解できるようにする。 （知識・理解）
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⑴　本時のねらい
　①自己の体力に応じて効率的に体力を高める運動例を見付けることができる。 （思考・判断）
　②それぞれの運動の行い方について学習した具体例を挙げることができる。 （知識・理解）
⑵　準備（略）
⑶　展開
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⑴　「体ほぐしの運動」の指導に際しては、運動を通して感じたことを引き出し学習内容を導くことが求められている。例
えば、動く前と動いた後の気持ちを比較したり、友達の体に触れたり触れられたりしたときに感じたことを聞いたりする
ことがある。自分や友人の心と体に着目させ、運動からの気付きを引き出せる学習内容や学習資料を準備したい。また、
内容が「体力を高める方法の一つである」ことや「組み合わせて運動の計画に取り組むこと」をねらいとしていることを
理解させ、楽しく意欲を持って取り組むことができるように配慮する必要がある。
⑵　「体つくり運動」に入る前に「体育理論」を実施することで、体力の高め方、関連して高まる体力についての知識を提
供することができる。また、「はじめ」の段階で「活用シート」「ステップアッププログラム」等を使用し、運動時間や強
度、具体例等を示すことで、意義や行い方、計画の立て方、運動観察の方法等の理解を深め、より効果的に体つくり運動
の実践につなげることができる。

⑶　運動前後に心拍数の計測をさせることで、実際の運動強度と主観的運動強度の関係を意識でき、運動の計画を立てるた
めの参考にできる。また、他の領域や日常生活の中でも運動強度やウォーミングアップの確認や体力向上の指針にもなる
ため、習慣化させ、生涯を通じて主観・客観の強度を意識した運動につながるようにさせたい。
※「活用シート」「体つくり運動リーフレット」は、文部科学省ホームページからダウンロードできる。
　 「ステップアッププログラム」は県教育委員会から配布されたＤＶＤを活用されたい。
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⑴　積極的に取り組むとともに、よい演技を認めようとすること、分担した役割を果たそうとすることなどや、健康・安全
に気を配ることができるようにする。 （関心・意欲・態度）
⑵　基礎的な知識や技能を活用して、課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。 （思考・判断）
⑶　技ができる楽しさや喜びを味わい、その技がよりよくできるようにする。 （運動の技能）
⑷　マット運動の特性や成り立ち、技の名称や行い方、関連して高まる体力などを理解できるようにする。 （知識・理解）
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⑴　言語活動を取り入れた授業展開を示す。言語活動は単元の目標を達成するための手段であるため、目的に応じた方法を
取り入れることが大切となる。
⑵　ここに挙げる授業展開では、１時間で全ての言語活動を行う例ではない。目的に応じた指導のタイミングと内容である。
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⑴　発問と学習カードの利用
　授業展開で示した発問と、それに応じた学習カード（資料１）を
用いる学習の紹介である。
　授業展開に示した発問の解答には、技能構造の理解が必要である。
話し合い活動の中心は、動きの「コツ」を伝え合うことになり、仲
間の助言によってその技がより良くできることを目指した学習であ
る。運動の「コツ」の表現は一人一人違う部分があり、あえて一言
で表現させることでそれぞれの「コツ」を話し合わせる機会をつく
る。お互いの観察の視点を養うことで、動きのポイントを指摘し合
える練習のきっかけとなる。
　また、発問に応じた学習カード（資料１）を作成することで、一
人一人の考えを把握することができ、仲間の考えを読み取ることが
できる。

⑵　技能構造の点数化による学習
　技の技能構造のポイントとなる部分を、自分たちで挙げさせ得点
化させる（資料２）。班ごとの発表会などで、仲間の演技の得点基
準をつくることにより、話し合いの機会や相互評価を充実させるこ
とにつながる。
　また、この基準に沿って視聴覚機器で自己の演技を見ることで、
ポイントが明確になり、自己分析を行いやすくなる。運動のポイン
ト理解と練習の繰り返しにより、自分なりの「コツ」をつかむ手が
かりができる。また、仲間同士で「コツ」を伝え合うことは、技能
向上の手助けとなる。
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⑴　積極的に取り組むとともに、勝敗などを認め、ルールやマナーを守ろうとすること、分担した役割を果たそうとするこ
となどや、健康・安全に気を配ることができるようにする。 （関心・意欲・態度）
⑵　自己の課題に応じた練習や運動の取り組み方を工夫することができるようにする。 （思考・判断）
⑶　リズミカルな走りから滑らかにハードルを越すことができるようにする。 （運動の技能）
⑷　陸上競技の特性や成り立ち、技能の名称や行い方、関連して高まる体力などを理解できるようにする。 （知識・理解）
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△努力を要する指導の手だて（略）
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⑴　学習カードの内容例 《　総合的な確認表　》

ハードルタイム得点表 《　部分的な確認表　》

ハードリングタイム（50ｍH走Time－50ｍ走Time） 《　技能的な確認表　》

ハードル　タッチダウンタイム　《　技能的な確認表　》

⑵　効果的な学習の場・用具の工夫
○スタートラインの工夫
•１台目をスムーズに跳ぶために50ｃｍのズレをつくりスタートする。
　　　　　　　　　　　（そのレーンは50ｃｍゴールを移動しておく）
○踏み切りライン着地ライン
•各ハードルの踏み切りと着地の所にラインまたは目印のラバーなどを置く。
○ハードルの工夫
•手づくりスティックハードル。 【写真４・５】
•斜めハードル。（抜き足練習用）
•振り上げ足、抜き足を意識したスポンジつきハードル。（足あて意識） 【写真６】
•プラスティック板ハードル。　（プラスティック板を脱着可能にしたもの）
○振り上げ足、抜き足確認イス　（イスを杭で固定して設置する）
○振り上げ足、抜き足をスティックを使って意識させる。 【写真７】
•フレキハードル。 【写真８】
○デジタルカメラの動画利用　各班で動きをチェックするために動画を撮る。
○言葉による技能指導。　「０/１/２/３」「タ/タ/タ/ターン」

○ハードル走の学習では、ハードルに触れて痛い・転んでしまうことの恐怖心や思い通り
振り上げ足や抜き足を動かすことができないことから、意欲をなくし積極的に課題解決
に取り組むことができない生徒が多く見られる傾向がある。そこで、課題解決の練習方
法を「Form（フォーム）」→「Motion（モーション）」→「Rhythm（リズム）」の段階
的に示し、自分の課題となっている部分の練習を毎時間ごとにペアや班等で確実に行う
ようにして、一つ一つクリアしていくことが大切である。

○小学校との授業をできるだけリンクさせることにより、学習Ⅱにおけるねらい①②に迫
りやすく、生徒の取り組み方がスムーズになる。また、これからさらにコーンやリング・
ダンボール使用など教材の工夫を発展させ、ねらいへ迫る必要がある。

○ねらいをリズミカルな走りを軸にするか、滑らかにハードルを越すか、競走からタイム
をねらっていくかという基本軸も必要である。そして、そのねらいによって場の工夫や
教材の工夫を選んでハードルの楽しさを学習させる必要がある。

○部分的な練習から各自のコース練習を行う中で、課題が見つかり、課題の部分的な練習を
さらに行うことによって、コース練習でのタイム向上に効果が見られる。このサイクルを
時間をかけて生徒に理解させていくことが、ハードル走はもちろん他の種目にも大切である。

【写真４】

【写真５】

【写真６】

【写真７】

【写真８】
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⑴　積極的に取り組むとともに、フェアなプレイを守ろうとすること、分担した役割を果たそうとすること、作戦などにつ
いての話合いに参加しようとすることなどや、健康・安全に気を配ることができるようにする。 （関心・意欲・態度）
⑵　自己やグループの課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。 （思考・判断）
⑶　勝敗を競い合う楽しさや喜びを味わい基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームができるようにする。 （運動の技能）
⑷　バレーボールの特性や成り立ち、技術の名称や行い方、関連して高まる体力などを理解できるようにする。 （知識・理解）

★ネット型ゲーム・ボール運動ネット型、球技ネット型で身に付けさせたい技能系統表
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【小学校高学年】

【中学校１年】

【中学校３年】
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中学校１年　バレーボールにおける展開
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⑴　積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろうとすること、分担した役割を果たそうとする
ことなどや、禁じ技を用いないなど健康・安全に気を配ることができるようにする。 （関心・意欲・態度）
⑵　自己やペアの課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。 （思考・判断）
⑶　相手の動きに応じた基本動作から、基本となる技を用いて、投げたり抑えたりするなどの攻防を展開できるようにする。
 （運動の技能）
⑷　柔道の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い方、関連して高まる体力などを理解できるようにする。 （知識・理解）

⑴　伝統文化の指導の視点「学習過程の工夫」
　特にオリエンテーション時に行っていた礼儀作法を中心とした伝統文化の指導は、単元中盤から後半に配置した。柔道
の楽しさである投げる動作に十分に触れてから、伝統文化の指導を行う。柔道の楽しさに十分触れることにより、伝統文
化への興味、関心も高まり積極的に活用すると考える。（下の図：単元計画における「伝統文化」と「投げる」の位置関係）

⑵　単元の計画
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「伝統文化の具体的な指導」　　※（　　）は指導学年の目安
①礼法の意義：礼法がなぜ大切なのか、どのような意味があるのかを理解させる。 （１年次に指導）
②立

た

ち
ち

居
い

振
ふ

る
る

舞
ま

い
い

：立ち方や座り方、姿勢等の動作の意味や行い方について理解させる。 （１年次に指導）
③「気

き

」：相手への感謝の思いを礼儀作法の中にどのように込めるのか、その方法を理解させる。 （１年次に指導）
④「間

ま

」：人と人との距離感や、行動をとる時のタイミングなど武道においての間を理解させる。 （１年次に指導）
⑤座

ざ

付
つ き

：武道場の意義や構造、入り口で礼をする意味や正面などの立ち位置を理解させる。 （１年次または２年次に指導）
⑥礼の歴史：礼法は「時・場・相手」によって臨機応変に対応できるものであることを理解させる。
 （１年次または２年次に指導）
⑦国際スポーツ：国際的に広まった柔道の素晴らしさと、スポーツを通してのコミュニケーションの方法を理解させる。
 （全学年可）
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⑴　傷害の防止について関心をもち、学習活動に意欲的に取り組むことができるようにする。 （関心・意欲・態度）
⑵　傷害の防止について、課題解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、科学的に考え、判断し、それらを表
すことができるようにする。 （思考・判断）
⑶　交通事故や自然災害などによる傷害の発生要因やそれらによる傷害の防止、応急手当について、課題の解決に役立つ基
礎的な事項及びそれらと生活との関わりを理解できるようにする。 （知識・理解）

⑴　本時のねらい
①　自然災害による傷害の防止について、学習したことを自分たちの生活や事例などと比較したり、関係を見付けたりす
るなどして、筋道を立ててそれらを説明することができる。 （思考・判断）
②　自然災害による傷害の防止は、災害に備えておくことや安全に避難する必要があることなどについて言ったり書き出
したりすることができる。 （知識・理解）

⑵　準備
資料等　　中学生向けの「危機管理・防災に関する教材」（埼玉県　危機管理課HP）、ワークシート
⑶　展開
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